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1自己絆鍾及び外部絆優結果

【事彙所概要 （事業所記入）】

雷集新番号 4 4 9 0 5 0 0 0 9 9

法人名 有限会社 ケアつかさ

事業所名 グループホーム コスモやよい

所在地 大分県佐伯市弥生大字山梨子8 2 8番地

自己評価作成日 平成2 2年7月1 日 騨価結集市町村受理日 平成22年9月13日

置認諾…㌍崇霊霊；禁三慧霊慧崇監701
【評価機関概要（評価機関紀入）】

評価機関名 特定非営利活動法人 第三者評価機構

所在地 大分県大分市大手羽屋2 1番1の2 1 2　 チュリス国府せ書館1 F

肋間調査日 平成22年7月24日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点く事業所記入）】
恵 まれ た環 境の 中 、事 業 所の 理 念の 一つ に掲 げているr寄 り添う介 帆 を目積 に、日々の ケアに取 り組
ん でいます 。
職 員 と入 居者 が 一緒 に暮 らしているとい う憲 雛 を持ち 、喜 怒哀 楽を共 に経験 した り、生 活の 中で役 割を
持 って頂 いた り、お 互い が協 力し合 い助 け合いなが ら、患 いや りの ある生活 が続 けられ るように心 がけ
ています 。
また、家 族 との関 係を大事 に して、面 会 の際 には ゆっくりと過 ごして頂 くように しています 。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
の　 々 や に　 t　田　 、ら　 四　　 々 の　 し　　　 え　　 の　 に2 ユ ‾ッ の　　 が　 し

ます 。地 紋の 玄 関

な雰 囲 気に趣 を添

　　　 ヽ
に苺 年 飛来 するツ／くメが 幾つもの 巣を造 り餌 を待 つヒナが見 え隠れ する様 は 、長 閑
えています 。貴 下の 空 間 はアマチュア写 真 家 の作 品 が農 示され てお り、居間 には 手

作 りの 作 品 や思 い出の 写 真が 頼 られ 、明るく温 かな集 いの場 作 りに取 り組 んでいる様 子 が見 えまし
た 。管 理者 は 、職員 の個 性も大 切 な資 賞 であると紘陣 してお り、個 々の職 員 が 自 己の 向 上 に努め なが
ら、利 用者 一 人ひ とりに薔 り添 える介護 者 として成長 していく中で、さらに、施 毅を支える一員 として「共
通 の憲 緻 」を持 ち、より一層 、積 極 的に職 務 に励む 事の 出 来る離場 作 りに努 めている患 いが 伺 えまし

た 。

Ⅴ ．サ ー ビスの 虞 集 に 開 す る項 目 （ア ウ トカム 項 目）　 ※ 項 目h l・－5 5で 日頃 の 取 り鯛 み を 自 己 点 機 したうえ で 、戚 集 に つ い て 自 己 欝 儀 します

項　 目
　 取 り 組 み の 成 果

l 隷 当するものに○ 印
積　 目

　 取 り 組 み の 成 果
l 酸 当す るもの に○ 印

56

職 員 は、利用 者 の思 いや願 い 、暮 らし方 の意 向

を欄 んでいる
（参 考 境 目 ：23，24．25）

○ 1．ほ ぼ全 ての利 用者 の

63

職 員 は 、家 族 が困 っていること、不 安なこと、求

めていることをよく聴 いてお り、償 賭 関係 が でき

ている
（参考 項 目：乳10．19）

○ 1．ほほ 全ての 家族 と

2．利 用者 の2 ／3 くらいの 2．家族 の 2／3 くらいと

3．利 用者 の 1／3 くらいの 3．家族 の 1／3 くらいと

4．ほ とん ど積 んでいない 4．ほとんどできていない

57

利 用者 と搬 員が 、一緒 にゆったりと過 ごす 場 面
が ある

（参 考 項 目 ：18月8）

0 1．毎 日ある

糾

通 いの 場 やグル ープホーム に馴 染み の 人や 地

域 の 人 々が 妨ね て来ている

（参考 項 目 ：2，20）

1．ほぼ 毎 日の ように

2．数 日に 1 回程 度 ある 2，数 日に1回程 度
3．たまにある 0 3．たまに

4．ほ とん どない 4．ほとんどない

58
利 用者 は 、一人 ひとりの ペー スで暮 らしている

（参 考 項 目 ：3 8）

○ 1．ほ ほ全 ての利 用者 が

6 5

運営 推進 会 織を通 して、地域住 民や 地 元の 関
係 者 とのつなが りが 地が ったり深 まり、事 業所

の理 解 者や 応援 者 が増 えてい る
（参 考項 目 ：4）

1．大い に増えている

2．利 用者 の 2／3 くらいが ○ 2．少しずつ 増えている
3．利 用者 の 1／3 くらいが 3．あまり増 えていない

4．ほ とん どいない 4．全くいない

59

利 用者 は 、職 員 が支 捷 することで生き生きした
表 情 や姿 がみ られ てい る

（参 考 項 目 ：3 6，37）

1．ほ ぼ全 ての利 用者 が

6 6
職 員は 、活 き活 きと働 けている

（参 考項 目 ：1 1，12）

1．ほ ぼ全 ての 職 員が

○ 2．利 用者 の 2／3 くらいが 0 2．職 員の 2／3 くらいが

3．利 用者 の 1／3 くらいが 3．職 員の 1 ／3 くらいが

4．ほ とんどいない 4．ほとん どいない

60

利 用者 は 、戸外 の行 きたいところへ 出 かけてい
る

（参 考 項 目 ：伯 ）

1．ほ ぼ全 ての利 用 者 が

6 7

職 員か ら見て、利用 者 はサ ービスにおおむね 満

足 していると患 う

1．ほ ほ全 ての利 用者 が

0 2．利 用者 の 2／3 くらいが ○ 2．利用 者 の 2／3 くらいが

3．利 用者 の 1／3 くらいが 3．利 用者 の 1／3 くらいが

4．ほ とんどいない 4．ほ とん どいない

6 1

利 用 者は 、健 廣 管理 や 医療 面 、安 全 面で不 安な

く過 ごせている

（参考 壌 目：3 0，3 1）

0 1．ほほ全 ての利 用 者 が

6 8

職 員か ら見て 、利用 者 の豪 族 等 はサ ービスにお

おむね 濱 足 していると患 う

1．ほ ぼ全 ての零 族等 が

2．利 用者 の 2／3 くらいが ○ 2．賓族 等 の 2／3 くらいが

3．利 用者 の 1／3 くらいが 3．豪 族等 の 1／3 くらいが
4．ほとんどいない 4．ほ とん どできていない

62

利 用 者 は、その時 々 の状 況 や璽 室に応 じた柔軟

な支 援 により、安 心 して暮 らせ ている
（蓼考 礪 目：2 8）

1．ほぼ 全ての 利用 者 が

－ ジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 グ ル ー プホ ー ム コスモ や よい

○ 2．利 用者 の 2／3 くらいが

3．利 用者 の 1 ／3 くらい が

4．ほとんどいない
1 ぺ



†

自己評傷および外部評傷結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔セル内の改行は、（Altキー）＋（Enterキー）です。〕
自

己

外
部

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況　　　　　　　　 次のステップに向けて期待したい内容

理念 l 基づく穴 運営 一　　　　 一　　　　　 一

1 （1）0 理

地域

念の共有と実践
密着型サービスの意義をふまえた事業所理

つくり、管理者と職員は、その理念を共有して
こつなげている

基本理念を玄関と事務所に掲示していま 会議では理念を握り下げて説く中で、r賞の向上J 一人ひとりの職員がr理念の共有」の必然

○ を前提に、理念を志としながら日々の介護に努め 性を理解する中で、チームワークを大切
念を 毎朝、朝礼時に職員で復唱して実践できる ています。また、理念の実践に繋がる支接に向け に介護の実践に意園的・意欲的に取り組
実践l ように努めています。職員会議の中で理念 て、全職員が共通の意識の中で取り組める職場 みながら、更なる責賞の向上を目指し、全

の大切さを話し合ったりしています。 件りを目指している様子が伺えます。　　　　 薇員で邁進されることに期待します。

2 （2）0 事業所と地域とのつきあい
者が地域とつながりながら暮らし続けられる
事業所自体が地域の一旦として日常的に交

いる

散歩などに出かけた時には、近隣の人と挨 地域行事（かぐら）や近隣の子ども連の遊び場と
利用 拶を交わしたりします。野菜の舌をもらった てして敷地を捷供しています。子どものトイレ利用
よう、 り、育て方を教えてもらったりすることもあり 等にも対処しており、日常的な地域との交流に努
流して ます。敷地内で近所の子供が遊ぶ姿もみら める中で、彿飼時の協力も得ています。また、民

れます。 間ボランティアの受入れも可能です。

3 ○幸

手葉月

の人
て活力

薫所の力を活かした地域貢献

所は、実践を通じて凍み上げている認知症

の理解や支援の方法を、地域の人々に向け

しヽている

夏休みに近所の中高生がボランティア体験
をしてくれました。

4 （3）0 運嘗推進会議を活かした取り組み

推進会護では、利用者やサービスの実際、

への取り組み状況等について報告や話し合
‾い、そこでの意見をサービス向上に活かし

運営推進会議の中で活動報告や入居者の 地域間の友好な相互の関係作りには、顔なじみ
運営 生活の様子などを報告しています。地区の の間柄の大切さを踏まえており、会議内の雑談も
評価 代表や民生委員の方からホームの取り組 不可欠である事を意識に置く中で、地域のバック
いを行 みについて意見を出してもらうように努めて アップと協力を得やすい環境作りを育んでいま
ている います。 す。職長への報告等も行われています。

5 （4）0 市

市町

の集
えなカ

町村との連携

村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
†ら、協力関係を築くように取り組んでいる

運営推進会護に市の地域包括支援セン
ターの職員に出席してもらい、行政面から

の意見を聞いています。また、困難事例に

ついて相談し、経過を報告しています。、

市担当者への訪問（相談）が行われています。地
買慧 憲 憲 認 諾 琵 謹 群 雲 悪 法 認 諾 子

ら日常の支附こ取り組んでいます。

6 （5）0 身体拘束をしないケアの実践

者および全ての職員が r介指定基準におけ

の対象となる具体的な行為」を正しく理解
、り、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない

こ取り組んでいる

職員間で資料をもとに身体拘束についての

勉強会をしました。身体拘束をしないという
意識を持ち介護に取り組んでいます。

身心の拘束排除への勉強会を持つ中で、日常的
代表

る禁止

してお
ケアl

なケアの実践に即した検討を通して、全職員への
意識付けに取り組んでいます。夜間の転倒防止
策として、掛こ鈴を付ける等の工夫を行いなが
ら、制止しないケアと安全な生活に努めていま
す．

7 0 虐
管理

て学
の虐
い、

ゐ

防

得の防止の徹底

者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
㌫機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
特が見過ごされることがないよう注意を払

止に努めている

職員間の勉強会で虐待防止についての勉
強をして認識を深め、防止に努めています。

1ページ グループホーム　コスモやよい



自

己
外
部

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年 権利擁掛 こついては、現在それに関わる入
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要 居着はいませんが、必要になれば関係者と
性を関係者と帝し合い、それらを活用できるよう支
援している

対応できるように努めます。

9 0 契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な祝明を
行い理解・納得を図っている

入居時に契約書を漉して説明しています。

入退院時や利用料等、その他ご家族の疑
問や心配事については十分に税明して、署
名、捺印していただいています。

10 （6）0 運営に関する利用者、家族等意見の反映 玄関に意見箱を設置しています。また、 管理者を軸として家族との対話が行われており、
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な 日々の暮らしの中や入居者からの訴えを聴 家族の思いの把握に努めながら、全輪間での衆
らぴに外部者へ表せる機会を放け、それらを運営 くように努め、家族の面会時に意見や要望 知が図られています。家族との信頼関係への取り
に反映させている があった場合には職員間で共有し介護に反

映できるようにしています。
組みとして、在りのままの姿を伝える事を第－に、
相互のコミュニケーションに努めています。

11 （7）0 運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を開く機会を設け、反映させている

職員会議で意見を求めて代表者に報告し

て、運営に反映しています。

管理者は、日常的なコミュニケーションを大切する
中で、職員の気づきへの実践やアイデアの提案
等を貴重とし、全職員の意識向上を目指した日々
のケアと、相互の関係づくりに努めています。

12 0 就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環

代表者は事業所に立ち寄り、職長の勤務状

況を把握して、職員が向上心を持って鰍 ナ
るように環境の整備に努めるようにしていま
す。

境・条件の整備に努めている

13 0 職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職長一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会

の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

資格所得のための講習や種々の研修会へ

の参加のため勤務調整をしています。各研
修会への案内を掲示して希望者にはなるべ
く参加できるように配慮しています。

14 0 同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機 権利擁掛 こついては、現在それに関わる入
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問 居着はいませんが、必要になれば関係者と
等の活動を通じて、サービスの賓を向上させてい

く取り組みをしている
対応できるように努めます。

2ページ グループホーム　コスモやよい



自

己

外
部

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
芯 と信頼に向けた関係づくりと支援

15 0 初期に築く本人との借頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ 入居前に出向いて本人と面談をしていま
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の す。本人の困った事や要望をよく聴いて施
安心を確保するための関係づくりに努めている 投での対応を話しています。

16 0 初期に築く家族等との倍額関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っている 入居前に施設に見学に来て頂いて、家族の
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係 心配事や要望を傾聴するように努めていま

づくりに努めている す。

17 0 初期対応の見極めと支援 入居前の相談で本人や家族の状態を把握
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ して、適切なサービスが支援できるように努

の時Jまず必要としている支援を見極め、他の

サービス利用も含めた対応に努めている

めています

18 0 本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、

人生の先輩として謙血な態度で接し、学ぶ

姿勢で関わっています。一稀に生活してい
暮らしを共にする者同士の関係を築いている るという気持ちを持ち、洗濯物たたみや茶

碗洗いなどできることは手伝ってもらってい
ます。

19 0 本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、家族の面会時に間に入り、一緒に辞をした
本人と家族の辞を大切にしながら、共に本人を支 り、日頃の生活の様子を伝えたりして共に
えていく関係を築いている 過ごす時間を作るようにしています。

20 （8）0 馴染みの人や埠との関係継続の支援

知人が面会に見えたり、外出先で偶然会う
利用者の表情や仕草の変化に配慮しながら、安

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場 心して外出（馴染みの病院等）できる雰囲気作り
所との関係が途切れないよう、支援に努めている こともあるので、その時間を大切にして過ご

してもらっています。

への心配りに努めています。家族等との交流を大
切に捉える中で、利用者や家族の要望に応じた
支操に取り組んでいます。

21 0 利用者同士の関係の支援 職長が入居者間の人間関係を把握して、座
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ 席の位置を工夫するなど、皆が気持ちよく

ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような 暮らせるように言葉かけや働きかけを行っ

支援に努めている ています。お互いを思いやる姿も多く見られ

ます。

22 0 関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族

の経過をフォローし、相談や支援に努めている

他の施散や病院に会いに行ったりしていま
す
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項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

il その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 （9）0 思いや意向の把握
日々の関わりの中で多く精しをしたり、聴い

たりすることで本人の思いを把握するように
努めています。意思表示が困難な方は、家
族から酬いたりしています。

安心して生活できる施設の在り方として、職員が
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握 顔色や体調・心情を共有する中で、利用者一人ひ
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し とりが抱く不安の解消に努める事を第一義としな

ている がら、利用者や家族との偉頼関係作りと保持に取
り租んでいます。

24 0 これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

入居時に生活歴等今までの暮らしについて

家族や本人に聞いています。1度に把握で
きないので入居後にも家族や本人より開く
ように努めています。

25 0 暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

日頃の生活動作や認知症状の様子を見る

中で、一人ひとりの生活リズムや、できるこ
ととできないことを把握するように努めてい
ます

26 （10）0 チームでつくる介護計画とモニタリング
本人や家族の希望を考慮しながら、どのよ

うに暮らしていきたのかを話し合ったり」、
ケース会議で職員間で意見を出し合い検討
しています。

利用者や家族等の思いを大切に捉える中で、－ 今後は職員と共に立案し、介護計画の策
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方 人ひとりに対応した支嬢への取り組みに向け理解 定に取り組む体制に向け徐々に移行した
について、本人、家族、必要な関係者と話し合 を図りながら、計画の策定が進められています。 い旨もあります。畿員の学びと向上への

い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状 プランの実掛こ当たり、職員の意見を考慮した上 姿勢が基調となる中で、より積榛的な意

に即した介練計画を作成している で作成されています。 晃がプランに反映される事に期待します。

27 0 個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきゃ工夫を個々のケース紀鍬 こ日常の生活の様子や
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら気づきを記録して、情報の共有に努めてい
実践や介練計画の見直しに活かしている ます

28 〇一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ

に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

本人や家族の希望に添いながら外出や受

診の支援に取り組んでいます。
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項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

0 地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力．を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

地区の公民館で歌詳ショーがあり、数名鑑

賞に行きました。とても喜んでいました。
地域の振興局に期日前投票に行き、市恥
且の協力を得ています。

30 （11）0 かかりつけ医の受診支援 家族や本人が希望するかかりつけ医で受
本人・家族の希望するかかりつけ医となって受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納 診するようにしています。受診時には職員

得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を集 が同行して主治医との連携に努めていま います。受診時には職長が同行し、素早い

きながら、適切な医療を受けられるように支援して

いる

す。家族が受診に同行してくれる方もいま

す。

対応と連携づくりに努めています。

31 0 看護職との協働

介穫職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や新開看護師等に伝え

て相親し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

非常勤で看護師を配置して、入居者の健康
管理を行っています。医療面で相談、助言

をしてもらっったり、様子の変化を報告して
対応するようにしていま

32 0 人退院時の医療機関との協働

利用者が入院した除、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある

いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている

入院時には介準添書を医療機関に提供し

ています。また、入院先に面会に行き状態
を確認して、病院内の医療連携圭と連絡を

取り合いながら状況把握、早期退院の調整
をしています。

33 （12）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
一人ひとり病気の状態については受診時に

主治医と話をして、家族に伝え情報を共有

しています。重度化や終末期に向けて施設
でできる対応について、家族と話し合い、方
向性を確認するように努めています。1

終末期のみとりは現在行われていません

段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所 が、入所時に家族の方と施設で出来る対応

でできることを十分に祝明しながら方針を共有し、 こついて確認がなされています。主治医・家
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで

いる

族・事業所で方針の共有が出来ています。

34 0 急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
鼻は応急手当や初期対応の訓続を定期的に行

い、実践力を身に付けている

応急手当等は、看護職員に数えてもらい指

示のもと行っています。急変時の対応につ

いては職員全てが実践できるようにしてい
きたいです。

35 （13）0 災害対策

火災や地震、水音等の災害時に、昼夜を問わず 毎年1回防災訓練を実施しています。運営 年1回の消防署持謝 こよる防災訓練を行っ 夜間などの災害対策に備え、訓練時

利用者が避難できる方法を全職鼻が身につける 推進会議で地区の方に防災時の協力支援 ています。訓練時には推進会譲へ参加の呼 に地域住民・関係団体・地域の消防

とともに、地域との協力体制を築いている を確認しています。 びかけを行っています。 団等の参加を期待します。

5ページ グループホーム　コスモやよい



自

己
外
部

項　 目
自己絆価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

† その人らしい暮らしを続 けるための日々の支援

36 （14）〇一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重した言葉かけや対
応ができるように努めています。馴染みの
関係であっても節度ある態度で操するよう

に気をつけています

親しい中にも一人ひとりの人格を尊重し、その

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを

損ねない青葉かけや対応をしている

人その人に合わせた支援を行っています。美
麻の支援の場面においても人生の先輩として
接している様子が見られます。プライバシーの
保護に対して研修を行い全職員で勉強会を
行っています。

37 0 利用者の希望の表出や自己決定の支援 生活する中で、自分の言いたいことやした
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、 いことなどの思いを話せるような雰囲気つく
自己決定できるように働きかけている りをしたり、言葉かけをしたりしています。選

択肢の中から自分で決めてもらう働きかけ
等もしています

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一

人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

その日の体調や気分、生活リズムに合わせ

て無理のないようにしています。

39 0 身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

その人らしい服装、髪形を考えた身だしな

みができるように配慮しています。服装につ
いては一緒に考えたり、それができない方
には職長が選ぶようにしています。

40 （15）0 食事を楽しむことのできる支援 季軌 こより、菜園で入居者の方と一緒に
施設内で栽培をした野菜などを使用し、下ご

しらえ・片付けなどを一緒に行っています。食
欲のない利用者さんにはおかゆやメニュー
変更をし、個別に対応しています。

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好 作った野菜を使います。野菜の皮むきなど
みや力を活かしながら、利用者と職員が一毒削こ準 の下ごしらえや茶碗洗いなどを手伝っても
億や食事、片付けをしている らっています。職員は弁当を持ち、入居者

の様子を見守りながら食事をしています。

41 0 栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

7‾J－ツ’／ン′－「りじ‾員千丁天職1 ノヽト刀「【じ事不∃買じ
1 日の水分摂取量を記入しています。定期
的にお茶の時間を設けて水分摂取に努め

ています8枚みたがらない方もいて、いろん
な工夫をして声かけし飲んでもらっていま

●
42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ

アをしている

毎食後、声かけして口腔ケアを行っていま
す。一人で出来ない場合は手伝い、義歯も

その都度外して洗い、就寝時には水につけ

て保管しています。週1回、洗浄剤を使用。
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項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

43 （16）○排泄の自立支援 排泄チェック表を活用して、その人の排泄 排泄チェック表や排泄パターン・習慣・体調を
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり パターンを把握し、声かけやトイレ誘濱で、 把握し、声かけ・誘導を行っています。失敗し
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで なるべく失敗のないように努めています。夜 ない為の勉強会をユニット毎に行っていま
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている 間のみポータブルトイレを使っている人もい

ます。

す。糞恥心や不安牽軽減する為に信頼関係
づくりを心がけています。

44 0 便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

十分な水分掻取や便秘予防を考慮した食
事ができるように努めています。排便表や

チェックシートで状況を把握して対応してい
ます。

45 （17）0 入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職長の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

週に3 回ユニット毎に午後入浴しています。

入浴拒否がある人にはチームプレイでうまく
入れるように工夫しています。入浴できない
時には清拭をして保清に努めています・。

週3回ユニット毎にぬるい湯t長い湯・他の利

用者さんとの入浴など個別の希望に沿った
支援を行っています。入浴日以外や朝・夜間
などにも対応しています。

46 0 安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

生活リズムヤ体調を考慮して居室や居間の

ソファで休んでもらっています。

47 0 服薬支溝

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確掛 こ努めている

個人毎のファイルに薬の規明書を保管して

おり、微員が把握できるようにしています。
服薬は職鼻が飲み終えるまでの確認をして

います。

48 ○役割、楽しみごとの支援 野菜の皮むき、畑の草むしりなどを手伝って
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、－ くれます。
人ひとりの生活歴やカを活かした役割、嗜好品、 また、好きな飲み物を飲んだり、ビデオを見
楽しみごと」気分転換等の支援をしている たりして楽しみの時間を持てるように配慮し

ています。

49 （18）0 日常的な外出支撲

ユニット毎にドライブに出かけたり、少人数

で近所に散歩に行ったり、なるべく多く外出

できるように努めています。

天気や気温t体調に配慮しながらの散歩や、
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か 季節に応じて海やしいドライブを楽しんでいま
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け す。居間に掲示された写真からも、外出時の
ないような場所でも、本人の希望を把握卜 家族 楽しそうな様子がうかがえます。蕎族の方の
や地域の人々と協力しながら出かけられるように 協力を待て馴染みの場所への外出や車樺
支援している 子利用の方にも配慮がなされています。
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項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

50 0 お金の所持や使うことの支撲 所持金のある方でも管理は困難なので施設
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し で預かっています。日用品やおやつを買う
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を の楽しみにしている方もいて、お金を払った
所持したり使えるように支援している り、おつりをもらったりする機会を大事にして

います。

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙 本人の希望で手紙や電帯の取り次ぎをする
のやり取りができるように支援をしている ことがあります。家族との電特はとてもうれ

しそうに枯しています。

52 （19）0 居心地のよい共用空間づくり

共用の場所はいつも整理整頓して、清潔を
心がけています。居間には季節の行事毎の

写真や飾りつけをしています。

共用の空間には大きなソファーや量が敷いて

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴

室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな

いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

あり、利用者さんが集まり金指や笑顔にあふれ
た空間となっています。天井が高く大きな恵に
より、開放的で明るい雰囲気がなされていま
す。垂には四季の飾り物や利用者さんの作品
が掲示され、自分の居場所を感じられる空間と
なっています。

53 0 共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で患い思いに過ごせるような居場所の

工夫をしている

ホールにソファや椅子が置いてあり、自由

に座りくつろいでいます。畳の間もあり、テレ
ビを見たり、洗濯物をたたんだり、仲良く話

をしたりしています。

54 く20）0 居心地よく過ごせる居室の配慮 居室には整理たんすとベッドを設置していま
馴染みの寝具や家族の写真・家族の方から

持ち込みに制限はなく自由な受入れ
を提案されていますが、家族・関係者

からの情報を取入れて個別に応じた
取組みに期待します。

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相 す。垂時計や目覚まし時計、家族の写真、
耕しながら、使い慣れたものや好みのものを活か 小物入れなどを持ち込み、置いている方も の置物などが飾られていて、その人らしい部
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして います。職長の作った段ボールの本棚など 畳づくりが感じられます。

いる も使ってくれています

55 〇一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり ホーム内はバリアフリーで、廊下やトイレ、

l

建物内部は一人ひとりの「できることJrわかるこ 浴室等には手すりをつけて、活用していま
とJを活かして、安全かつできるだけ自立した生活 す。また、個々の身体機能に合わせて手樽
が送れるように工夫している 子や歩行器を使用しています。転倒しない

ように職長がいつも気をつけています。
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